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V.　そ の 他
 1）　大木隆生 .  松沢　実 .  カリスマ医師 50 人の神ワザ .  

東京 : 小学館 ,  2008.

 2）　大木隆生 .  ドクターの肖像 .  DOCTOR'S MAGA-

ZINE 2008 ;  11 月号

 3）　大木隆生 .  血管病治療の最前線 .  スーパーJ チャン

ネル .

 4）　大木隆生 .  胸部大動脈瘤に対するステントグラフ

ト術 .  とくだね .

 5）　大木隆生 .  頸動脈狭窄症治療のすべて .  Human 

Science スペシャル .  TV 朝日 .  2008 年 10 月
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　教育・研究概要

I.　 上腕骨近位端骨折に対する新しいプレートシス

テムの考案
　上腕骨近位部骨折に対する新しいプレートシステ

ム（Multiaxial Fixator Plate）を考案し，計 7 例

に本手術を行った。その結果，全例に骨癒合が得ら

れたが，1 例に内反変形をきたし，他の症例では転

位や骨頭壊死も生じなかった。本システムは，特に

大結節部の骨折を伴う 3part 骨折や若年者の解剖頚

骨折に対する従来法の問題点を解決しうる可能性が

示唆された。

II.　 骨粗鬆症に対する新しい pedicle screwの開

発
　骨粗鬆症を有する症例に対し pedicle screw を用

いて治療する機会は増加しているが，screw の固定

力が低下するという問題が生じている。我々は，こ

の問題点を解決するために，セメントによる aug-

mentation を目的とした新しいデザインの screw

を考案した。骨粗鬆症を有する新鮮屍体から摘出し

た腰椎 6 椎体を用いて行った引き抜き試験では，セ

メント使用群 screw では非使用群の 1.44～3.9 倍の

引き抜き強度を示したことから，我々のデザインし

た screw によるセメントを用いた augmentation

の有用性が実証された。

III.　 成人変形性股関節症に対する大腿骨減捻骨切

り術の成績
　骨成長の終了した変形性股関節症に対し，大腿骨

に減捻を加味した骨切り術を施行したところ，良好
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な経過が得られている。そこで今回は，これらの短

期成績を報告する。すなわち，大腿骨減捻による形

態的および生体力学的利点としては，頸体角の減少，

骨頭オフセットの増加，骨頭の下内方化，さらに大

転子の外方化などが明らかになったことから，骨頭

求心性ならびに関節安定性の向上が期待できる。

IV.　 Patient-specific templating techniqueを

用いた人工膝関節置換術
　人工膝関節置換術（Total Knee Arthroplasty，

以下TKA）において，教室ではナビゲーションシ

ステム（Computer Assisted Surgery）を用いた様々

な解析を行ってきたが，現在は，さらに先進的な技

術であるPatient-specific templating technique に

よるTKAに取り組んでおり，この技術を用いた

TKAにおけるインプラント設置の正確性について

検討している。ナビゲーションシステムによる

TKAは，インプラントの正確な設置が行える一方，

器械が高価である，手術時間が延長する，トラッカー

設置による侵襲や障害の発生などの問題点が指摘さ

れているが，我々が施行している技術は，これらの

問題点を解決したうえに，極めて高い精度でインプ

ラントを設置することが可能であった。

V.　外反母趾手術のプレート開発
　近年，外反母趾の成因として母趾列の過剰な可動

性の関与が報告されているが，我々も，このことが

外反母趾とそれに伴う扁平足，開張足などに強く影

響していると考え，様々な検討を行ってきた。その

結果，外反母趾では荷重時に母趾列が背内側へ偏位

し，縦アーチと横アーチが平担化することが明らか

となった。この変形を矯正するためには，第 1中足

骨の三次元的な楔状骨切り術が必要であり，昨年よ

り引き続き，専用の骨切り用プレートを開発中であ

る。中足骨の形態を検討した上で，プレートの形状，

サイズバリエーション，スクリュー刺入方向，刺入

本数，骨切り角などを検討している。このプレート

の開発により，画一的な手技により十分な矯正が行

える可能性があり，手術成績の向上が期待できる。

VI.　 骨密度・骨質同時評価に基づくテーラーメー

ド治療の確立
　骨は鉄筋コンクリートの建造物によく似た構造を

もっており，鉄筋に相当するのがコラーゲンで，コ

ンクリートに相当するのがカルシウムからなるハイ

ドロキシアパタイトである。そして，隣あうコラー

ゲン同志をつなぎ止める架橋構造が骨質・骨強度に

影響を規定することを，世界で初めて明らかにした

（平成 16 年以降 21 年までに 8つの学会賞を受賞）。

コラーゲン架橋の善し悪しが，骨密度とは独立した

骨強度を規定する重要な因子であることを明白に

し，骨質マーカーとして尿中悪玉架橋ペントシジン

測定が将来の骨折を予測することを見出した。さら

に，閉経後女性 502 名の検討から，骨粗鬆症は，骨

密度測定と骨質マーカー値を用いることで以下の 3

タイプ，すなわち，低骨密度型（骨折リスク 3.6 倍），

骨質劣化型（1.5 倍），低骨密度＋骨質劣化型（7.2 倍）

に分けられることが判明した。また，骨質劣化型の

症例の中には，ビスフォスフォネートで骨密度を高

めても，新規骨折を生じるリスクが 1.6 倍高いこと

が確認された。さらに，骨質劣化型には，葉酸，ビ

タミンB群，SERMs（ラロキシフェン）が有効で

あることを明らかにした。

VII.　橈骨に発生した骨巨細胞腫の治療成績
　橈骨発生のCampanacci grade III，GCTに対し

て拡大掻爬術，エタノール処置後，創外固定を併用

した腸骨移植術にて再建を行った。その結果，再発

を 1例に認め，再度，拡大掻爬術＋エタノール処置

＋骨移植術＋セメント充填術を施行し，再発は認め

ていない。変形性関節症を 1例に認めたが，軽度可

動域制限を認めるものの疼痛は認めず，Enneking

の術後患肢機能評価は 60％～90％（平均 80％）と

良好であった。今回，骨折合併例や骨皮質菲薄化が

著しい症例に対して橈骨下端粉砕骨折の治療に用い

られる創外固定を併用し良好な成績を得られ，本術

式は簡便で機能予後も良好で再発率も低いことから

有用な方法であった。今後は locking plate や non-

brige 型創外固定を併用することで，さらに良好な

成績が期待できると思われる。

VIII.　 β-TCPとBMP-2を用いた移植用自家

骨の作製
　手術部位近傍に多量の骨を形成させ蓄えることが

可能になれば，骨欠損の対処と患者侵襲の軽減に寄

与することが可能である。今回，我々は，骨形成因

子（rhBMP-2）とβ-リン酸 3カルシウム（β-TCP）

を低侵襲で移植し，手術部位近傍に骨を蓄える（貯

骨）方法を試みた。その結果，β-TCPを rhBMP-2

の担体として用い，さらに骨膜上に移植することで

多量の骨を形成させることが可能であった。また，

異所性に形成された骨は移植骨として生着すること

が確認された。本法は低侵襲で多量の自家骨を形成

することができ，新たな自家骨移植の可能性を示唆
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するものと考える。

　「点検・評価」
　1.　基礎研究に関して

　教室がこれまで行ってきた結合組織の細胞から臨

床までの研究は，学際的に国内外から高い評価を得

るようになった。また，数多くの英文原著論文を報

告していることもあり，競合的研究費獲得は，順調

に継続されている。また，学会賞は，この１年間で

さらに増加し，過去 5 年間において 8 つの受賞とい

う実績を得るに至った。

　2.　臨床研究に関して

　基礎研究をもとにした臨床的事実の裏付けは，多

施設共同研究も行いながら，その妥当性を今日まで

立証してきた。これにより，基礎から臨床に至る一

連の研究は，nature 関連雑誌にコメントが掲載さ

れるほどの評価を得ている。この結果，教室の研究

に関して，諸外国から多くの追試がなされ，その妥

当性が証明されつつある。これらのことから，整形

外科という臨床の現場において，実際に骨や軟骨，

血管，靱帯，腱，皮膚に触れている医師が，日頃疑

問に思うことを基礎研究で解明していくという教室

の方針に間違いがなかったことが証明された。これ

からもこのようなスタンスで，JIKEI 整形外科発の

世界初，そして，世界標準へを合い言葉に一致団結

して研究に邁進する所存である。

　研　究　業　績

I.　原著論文
 1）　Saito M ,  Mori S ,  Mashiba T ,  Komatsubara S ,  

Marumo K .  Collagen maturity ,  glycation induced 

pentosidine ,  and mineralization are increased fol-

lowing 3-years treatment of incadronate in dogs .  

Osteoporos Int 2008 ;  19（9） :  1343-54.

 2）　Udaka J ,  Ohmori S ,  Terui T ,  Ohtsuki I ,  Ishi-

wata S ,  Kurihara S ,  Fukuda N .  Disuse-induced 

preferential loss of the giant protein titin depresses 

muscle performance via abnormal sarcomeric orga-

nization .  J Gen Physiol 2008 ;  131（1） :  33-41.

 3）　Eda H ,  Aoki K ,  Marumo K ,  Fujii K ,  Ohkawa 

K .  FGF-2 signaling induces down-regulation of 

TAZ protein in osteoblastic MC3T3-E1 cells .  Bio-

chem Biophys Res Commun 2008 ;  366（2） :  471-5.

 4）　Chazono M ,  Soshi S ,  Inoue T ,  Ushiku C ,  Shino-

hara A ,  Hashimoto K ,  Marumo K .  Is it possible to 

insert cervical pedicle screw with free-handed tech-

nique? An experimental study on the accuracy of 

free-handed and computer-assisted screw insertion 

in synthetic cervical spine models .  World Spine 

Journal 2008 ;  3（2） :  91-8.

 5）　Tanaka T ,  Kumagae Y ,  Saito M ,  Chazono M ,  

Komaki H ,  Kikuchi T ,  Kitazato S ,  Marumo K .  

Bone formation and resorption in patients after 
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mater 2008 ;  86B（2） :  453-9.
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Fukunaga M ,  Nakamura T .  Nonenzymatic colla-

gen cross-links induced by glycoxidation （pentosi-
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Metab 2008 ;  26（1） :  93-100.

 7）　Shimazaki M ,  Nakamura K ,  Kii I ,  Kashima T ,  

Amizuka N ,  Li M ,  Saito M ,  Fukuda K ,  Nishiyama 

T ,  Kitajima S ,  Saga Y ,  Fukayama M ,  Sata M ,  

Kudo A .  Periositin is essential for cardiac healing 

after acute myocardial infarction .  J Exp Med 

2008 ;  205（2） :  295-303.

 8）　Terui T ,  Sodnomtseren M ,  Matsuba D ,  Udaka 

J ,  Ishiwata S ,  Ohtsuki I ,  Kurihara S ,  Fukuda N .  

Troponin and titin coordinately regulate length-

dependent activation in skinned porcine ventricular 

muscle .  J Gen Physiol 2008 ;  131（3） :  275-83.

 9）　Asakura T ,  Maeda K ,  Omi H ,  Matsudaira H ,  

Ohkawa K .  The association of deamidation of Bcl-

xL and translocation of Bax to the mitochondria 

through activation of JNK in the induction of apop-

tosis by treatment with GSH-conjugated DXR .  Int 

J Oncol 2008 ;  33（2） :  389-95.

10）　Shraki M ,  Urano T ,  Kuroda T ,  Saito M ,  

Tanaka S ,  Miyao M ,  Inoue S .  The synergistic 

effect of bone mineral density and methylenetetra-

hydrofolate reductase （MTHFR） polymorphism 

（C677T） on fractures .  J Bone Miner Metab 2008 ;   

26（6） :  595-602.

11）　Ichinoseki-Sekine N ,  Naito H ,  Saga N ,  Ogura 

Y ,  Shiraishi M ,  Giombini A ,  Giovannini V ,  Kata-

moto S .  Effects of microwave hyperthermia at two 

different frequencies （434 and 2450MHz） on human 

muscle temperature  .  Journal of Sports Science and 

Medicine 2008 ;  7（1） :  191-3.
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Marumo K .  Electron microscopic study on bone 
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Orthop Sci 2008 ;  13（6） :  550-5.
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